
光華リカレント事業実施委員会

事業の概念図

令和２年度「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職支援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（b: 職業実践力）(P1) 様式１（別紙１）

多様な知識で貢献する次世代ケアワーカー育成プログラム

教務（カリキュラム）

①多職種から見た
ケアワーク

②実務家と専門研究職
が連携して検討

③介護専門職とビジネ
ス・ICT領域の連携

就 職 支 援

① キャリアカウンセリング

② 業界研究・ESの書き方

③ 有償インターンシップ

KYOTO KOKA Woman’s University

現状・課題

•介護職の人材不足
•職業イメージ
•高齢化社会の進展
•被介護者への虐待
•介護者のストレス

修 得 能 力

• 社会的意義と働きがい
• ケアワーカー知識とスキル
• 暴言・虐待への対応力
• 税や制度に関する知識
• 新技術への対応力

健康科学部専門職 ✖ 上位認証施設と連携したカリキュラム

多職種
視点で
の介護

再就職
希望者
の発掘

上位認
証施設
で実習

次世代
志向の
働き方

専門職
資格の
取得

募 集

①次世代介護職の

啓蒙セミナー

②ハローワークと連携

③再就職希望層の
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評 価

就職実績
① 就職率・満足度
② 修了生の教育満足度
③ 就職先からの評価

介護職のイメージ調査
① 初期・中間・最終評価
② 就業定着率
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事業の概要

令和２年度「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職支援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（b: 職業実践力）(P2) 様式１（別紙１）

介護分野は慢性的に人手不足の状態にあるが、高齢社会の進展に伴い、さらに多くの人材が必要となる。介護職は仕事が厳しく
労働条件が低いという先入観が強いが、技術革新や地位向上のための取組みによって環境変化が著しい分野でもある。
こういった現状を求職希望者に広く知ってもらうとともに、様々な場面での対応能力が期待される介護職員の職務内容を鑑み、
多様な知識やスキルを体系的に学ぶことができるカリキュラムを提供することで、手堅い就職につなげる。

利用者の

満足向上

利用者環境

の変化

職場環境

の改善

介護職の

地位向上

求職者

増加

スキルアップ

人材育成

事業の目的

特 徴
① 京都光華が目指す健康創造キャンパス構想との融合
② 健康科学部専門職５分野の連携（在学生教育の発展）
③ 就職を見据えた社会福祉法人での現場実習（就職実績有）
④ 既存リカレントプログラムのBPプログラムへの発展
⑤ 介護職員初任者研修を組み込んだ即戦力育成
⑥ 修了生への「次世代ケアワーカー」履修証明書の発行

① 多様な知識を持つスタッフへ
の信頼

② 国や地域の制度を有効活用
③ よりそいによる精神的安定

① 利用目的
頻度変化

② 健康維持
の意識

③ 趣味や生
きがい

① 多様な職務への発展
② 職場環境の好転
③ 福利厚生・報酬アップ

介護職のイメージ変化への取組
① 啓蒙セミナーによる介護現場の最新状況の周知
② ＡＩが変える在宅医療（科目）でのトレンド紹介
③ 実務家と専門研究職による次世代構想の共有
④ 職場紹介・現場実習・現場スタッフとの交流

① 利用者からの感謝
② 仕事に対するやりがい
③ 最新技術の恩恵

修得する能力
① 多職種連携が前提となる施設介護スキルに加え、

在宅ケアに必要な多岐にわたる知識の修得
② 被介護者と自身を守るカウンセリングマインド、

虐待への対処法の修得
③ 被介護者のための制度利用をサポートする知識
④ 法令知識の学習による就業者自身を守る力
⑤ サービス介助や防災介助など一般家庭でも役立つ知識

福祉施設
上位認証
10施設

京都光華
健康科学部
５専門分野

慢性的な人手不足の解消
介護のストレスフリー実現

リカレント・プログラム

・社会福祉
・言語聴覚
・看護
・管理栄養
・健康スポーツ


